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──周作クラブ会報──

周
作
ク
ラ
ブ
・
第
14
回
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

　

第
14
回
定
時
総
会
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
遠
方
の
方
に
は
申
し
わ
け
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
出
席
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
く
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出
欠
の
ご
返
事
は
９
月
20
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。欠
席
の
方
は
、返
信
ハ
ガ
キ
の「
委

任
状
」
の
欄
へ
の
署
名
・
捺
印
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
お
な
じ
如
水
会
館
で
「
周
作
忌
」
の
集
い
が
催
さ
れ
ま
す
。
こ

ち
ら
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
０
１
４
年
９
月
29
日（
月
）
16
時
30
分
～
17
時
30
分

会
場	

「
如
水
会
館
」
東
京
一
ツ
橋
２
の
１
の
１�

０
３
・
３
２
６
１
・
１
１
０
１（
代
）

〈
交
通
〉	

地
下
鉄
「
神
保
町
」（
半
蔵
門
線
・
三
田
線
・
新
宿
線
）
い
ず
れ
も
Ａ
８
・
Ａ
９

	
	
	

出
口
よ
り
徒
歩
３
分
。
地
下
鉄
東
西
線「
竹
橋
」１
Ｂ
出
口
よ
り
徒
歩
４
分
。

議
題　

２
０
１
４
年
度
事
業
報
告
／
同
会
計
報
告
／
２
０
１
５
年
度
事
業
計
画
／
同

予
算
計
画
／
関
西
支
部
報
告
／
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
報
告
／
意
見
交
換

第
18
回
「
周
作
忌
」
の
集
い
の
ご
案
内

　

会
場
は
神
田
一
ツ
橋
「
如
水
会
館
」
で
す
。
上
記
の
通
り
、
遠
藤
周
作
先
生
と
御
縁

を
も
っ
た
方
々
だ
け
で
な
く
、
愛
読
者
や
周
作
ク
ラ
ブ
会
員
の
た
め
の
集
い
で
す
。
ど

う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
お
気
軽
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
※
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
出
欠
の

ご
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。
同
伴
者
の
ご
氏
名
も
よ
ろ
し
け
れ
ば
お
書
き
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
０
１
4
年
９
月
29
日
（
月
）
18
時
～
20
時

会
場	

「
如
水
会
館
」
東
京
一
ツ
橋
２
の
１
の
１�

０
３
・
３
２
６
１
・
１
１
０
１（
代
）

〈
交
通
〉	

地
下
鉄
「
神
保
町
」（
半
蔵
門
線
・
三
田
線
・
新
宿
線
）
い
ず
れ
も
Ａ
８
・
Ａ
９

	
	
	

出
口
よ
り
徒
歩
３
分
。
地
下
鉄
東
西
線「
竹
橋
」１
Ｂ
出
口
よ
り
徒
歩
４
分
。

会
費　

７
０
０
０
円
（
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

主
催　

遠
藤
周
作
忌
実
行
委
員
会　

事
務
局
・
周
作
ク
ラ
ブ

　

今
年
は
歌
手
の
松
田
美
緒
さ
ん
を
お
招
き
し
、
長
崎
・
伊
王
島
に
か
か
わ
る
曲
を
歌
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
た
の
し
み
に
。

　
「
周
作
忌
」
は
当
初
は
故
人
と
ご
く
親
し

か
っ
た
関
係
者
を
中
心
と
し
た
「
遠
藤
周
作

さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
回
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
、
遠
藤
文
学

フ
ァ
ン
を
は
じ
め
と
し
、「
周
作
ク
ラ
ブ
」

会
員
た
ち
の
参
加
も
増
え
、
会
場
が
三
田
の

「
中
国
飯
店
」

か
ら
、
現
在
の

神
田
一
ツ
橋

「
如
水
会
館
」

へ
と
移
さ
れ
て

続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

没
後
18
年
と

な
る
今
年
も
各

地
で
遠
藤
関
係

の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま

す
。
１
～
３
月
に
は
東
京
・
町
田
の
「
町
田

市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
」
で
「
遠
藤
周

作
『
侍
』
展
」
が
、
５
月
か
ら
は
長
崎
市
の

「
遠
藤
周
作
文
学
館
」
で
第
８
回
企
画
展
「
遠

藤
周
作
と
歴
史
小
説
―
―『
沈
黙
』か
ら『
王

の
挽
歌
』
ま
で
」
が
、
ま
た
６
月
か
ら
９
月

ま
で
の
予
定
で
東
京
の
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー

で
連
続
講
座
「
作
家
た
ち
が
語
る
遠
藤
周
作

の
世
界
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
「
周
作
忌
」
で
は
、
歌
手
・
松
田

美
緒
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、『
沈
黙
』
の

舞
台
・
長
崎
に
か
か
わ
る
歌
を
ご
披
露
い
た

だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
も
ご
家
族
や
ご
友

人
（
周
作
ク
ラ
ブ
会
員
で
な
い
方
も
参
加
で

き
ま
す
）
を
お
誘
い
い
た
だ
き
、下
記
の
「
ご

案
内
」
参
照
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

没
後
18
年
・
周
作
忌
の
集
い

９
月
29
日
「
東
京
・
如
水
会
館
」
に
大
集
合

毎
年
、
遠
藤
周
作
命
日
の
９
月
29
日
に
行
わ
れ
て
い
る
「
周
作
忌
」
が
、
今
年

も
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
で
18
回
目
を
迎
え
る
こ

の
会
に
は
、
昨
年
も
１
０
０
名
を
は
る
か
に
超
え
る
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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